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放課後等デイサービス自己評価
放課 後等デイサ ービスのガイドラインが平成 27年4月に厚

生労働省から出されました。これに基づ き各事業所 は自己

評価を毎年行い、結果 を踏まえて翌年 の支援 の方 向性と目

的を決定します。

や よいのあかりでも、保護者 向けの評価アンケ ートを毎年

実施しておりますが、ガイドラインでは施設職 員も自己評価

することが求 められて います。

年末の職 員個人面談 に合わせて全職員が自己評価を行

い、それをもとに面談を実施いたします。

今年度は職員のスキルアップ をはかり、地域 の他事業所と

の連携を密にするために、施設見学をさせていただ いてお

ります。その中で、それぞ れの事業所の特色を改めて理解し、

違いが判ると同時に、共通する部分もた <さんあることを

知ることがで きました。

今回職員れ つかりと自己評価を行い、それに基づ いて

客観的に振り返り、来年度 は更に良い支援ができるように活

用していきたいと思つています。

インフルェンザワクチン接種 |
いちのへ耳轟科さんのご協力でインフルエンザのワクチ|
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インフルェソザワクチン接種

早めの接種をを心がけましょう。

接 種が始まってい ます。「ありんこだ より」を持 参 していた|
)ければ、五所 川原 市の「いちの へ耳鼻 科 」で 3歳以上 の方
|一人様 1500円 で接種 できます。流 行 の声 も聞こえてきま

|

事業所住所変更

特定 非営利活動法人ありんこの住所 が変更になり、主たる
|

住所が「やよいのあかり」の住所と同じになりました。

これまでの青山の事務所も31き続きありんこ事務所として
|

1働して お ります が、3後の 配 布物 等 は新 住所 で の 発送 と
|

す。31き続きよろし<お願いいたします。

036-8382
青 森 県 弘前 市 大 宇 富 栄 字 笹 崎 80-」

いしていたライフコアさんが、業務の変更に伴い、給食の
|を終 了す ることにな りました 。

医翫収譲ξ    ζ雇巫
締結し、今後の給食の注文をお願し

することになりました。

¬¬月 ¬○日 か ら利 用 が 開 始 して お

ますが、野菜もたつぶ りで彩りも

<、 子 ど t3たちも楽 し<昼食 をと

ています。
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施設見学 理事長のつぶやき

11月 14日 (水 〉午 前 中 に出

郷館デイサービスセンターど・

れ・みさんにお牙S魔しました。

当日は大挙して 12名で押し

かけましたが、快 <受け入 れ

ていただきありがとうござい

ました。ど 。れ 。み さんは肢 体

不自由児の利用者様が 多 <、

当事 業 所 と並 行 して 利 用 さ

れ て い る お子 さんも 多 い た

め、職 員 たちは施 設 、設 備 の

見学はもちろん、子どもたち

に対 して の、日々の支援 に関

する情 報 交 換 がとて も有 意

義だつたようです。

地 域 で 放 課 後等 デ イサ ー

ビス事業をイテっている場所は

増 えてきています。複数 の事

業所を並行して使つている利

用者 さまにとつて は、情 報 を

共有 して もらい、支援 内容を

合 わ せ ることは大 切 な こと

だと思 い ま す。また、今 回の

交流 で、こちらでの様子と異

なる一面があることが分かり、

新たな発見もあったようです。

大変お世話になりました。

大掃除始まる

1号いつので〕■Pとつ甲手|モ
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1/DNつて い ます 。日 々 きれ い に
|

して い て も、や は り1年に一 度
|

|ま
、念 入 りlc掃除 を す る こと

|

で 、長 くされ い に使 え る と 思
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親の心子知らず

私事 だ が、長男は来年 2度
目の 年 男 で あ る。まだ 大 学

生 で 、弘 前 か ら離 れ て い る

ので、もともと頻 回に連絡を

取 り含 つて い るわ けで は な

い 。しか し最 近 は 、こちらが

用 事 で 送 つた メールの返 事

えゞりF乍言に二逆塁しヽ。5ZIま ,R4工 い。

こちらも用 が あ つて 連 絡

して い るので 、か な りしつ こ

<送り続 けると、や つと繋 が

ると い う感 じだ 。本 人 日 <
「非 常 に忙 しい 」そ う で 、子

どもと言 うの は 小 さい うち

は手 がか かり、大き<なると

気がかりである。

そんなこともあり、改 めて

自分 が本L幌から弘前 に来 た

時のことを思い出した。

月 1万 7千円 の 6畳に流 し

がつ いた 学生 向 ljのアノヽ 一

卜。電話は廊下の赤電話。トイ

レは共 同 。シャワ ーは コイン

式だ った。

一 緒 につ い て きた母 は玄

関 の 靴 の 散 乱 具 含 と、部 屋

の壁 の薄 さで 参つてしまい、

これ か ら生 活 す る私 を案 じ

こいた。

親として、わが子を目の届

かない所 に送り出すことは、

不安が多い。

当 0寺の私 はそ んな ことを

考えもしなかつた。

新 しい 友 人 の ア ノヽ 一 卜を

回り、部屋 に帰るのは深夜と

なつた。当時は携帯などもな

<、 電話を掛 けてきて t3いつ

も留守で、とうとう両親 はあ

る日電報を送ってきた。(笑 )

さす がにそ の 時は慌 てて

公衆電話から電話をして、有

料 で 叱 られ た 。高 い 説 教 代

となつたのである。

家 の電 話 を倉 して の つ な

がりは、人と人との携帯 電話

での繋

"と
なり、便利になつ

た 気 もす るが 、い つ の 時 代

も親 はわが子を心酉己し、子 は

それに気づ か ない。

親 の心西己は続 <。

10月中にお知らせしていたよう {こ、


